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 昭和39年度ブリ仔採捕漁業試験案施概要・

漁業部

 /、・目的
 前年に引続き、県下ハマチ蓄養需要量の確保のため漁業試験に重点を置き、

 該漁業従事一漁船の衰業指導並びに漁場誘導等実施し併せて水産庁「モジヤコ採.
 捕のブリ資源に及ぼす影響の研究委託調査実施要綱.」に基づく基本調査を行い、

 該漁業の把握、漁具、漁法の牽。明について試験操桑を実施した。

久調査期間
自昭和39年.4月22日 )

至昭和39年6月6日
46日間

内操業稼動 37日

 3、漁場
 馴図あ通り、・「'鹿児鼻県沿岸一帯及び宮崎県南部」

 4、調査船並びに稼動糠船及び乗組貴

 ユ、指塔船.・.か・もめ=・一.・・ム・.・旭一一も℃需ガー一工一Ip名

 2'職蟻1・・ユ.ll、一一ト1一・111
 ポ撰拠一地
 指導船.かもめ…一・・山川港(6月上旬内之浦港を4日間臨時基地一とした)
 民間船…・・牛梗漁協般…一・・山川港・

 ・葉瀦慧111111111驚㌣二点裳1H苧に3平位坪設し、
 ξ、漁具
 指導鉛かも一め抄網ユ張

旋網2統

 。浮子方

 ユ06伽一

45犯

 民間漁船・・…各般共に小型旋網各ユ統

 (浮子方45～50ん一

沈子方

78珊'

3-8.9椛

 沈子方3一色～45紅一)

 7、漁.獲量

 本年度本年蓄養予定尾数は£86,Oq-O尾であったが、.水書式二民間船にて

ユ



 110,164尾で約38.5形の不成績に終った。
 指適鉛は目標ユO万尾に対し約3一エユ%の3エミ09'3尾であった。

 8、経過概要

 ①・指簿船一rかもめ」の行動及ぴ経過
 本年は本試、民間漁船井に4月下旬よりち月上旬まで調査操業を実施した。

 本県沿岸に於けるブリ任の漁模様は大平洋側各県一に比べ出現が少なかった為
 低調であり、又毘間船はもっぱら鹿児島湾内の操業が多く、指導船のみが沿
 岸一帯を調査操業し、撫鶏後半には宮崎県沖合も入漁調査したが本県プリ仔
 I蓄養需要量の確保も出来ない不成績の樫に本試験を終了した。

 ②流れ藻、プリ任の出現及ぴ採捕・
 本年は鹿児島湾内を除く外金海域共に流れ藻の出現は少なく、又.プリ任の
 出現と流れ藻の出現に多少のずれが見られたように思われる。
 フリー汗の出現は4月中旬に初まり5月中旬に盛漁'親となった。薩南、薩西海
 ・域そば流れ藻は見てもプリ.任の出現なく、漁場は専ら大隅東海域、鹿児島湾
 内と東側一漁場に限定斉れた感で一ある。これは大平洋側各県の漁況から見て黒
 潮流による何らかの影響ではな.かろうかと思考される。。

 .・次に旬別に両者の関係を見ると

 ◎4月下旬

 基地設営後(25目)調査操業したが、大隅東部辺塚沖・～観音騎沖にて

 小型流れ藻5ケで約3.OO;0尾(体長3～6ω)の漁獲を見たの一七好漁を
 期待したが途中機関故障の一ため探索出来ず漁期を逸した。
 ◎5月上旬

 本旬の流れ藻は鹿児島湾内及び中ノ瀬附近に多く大隅東部では少なかっ
 た。。鹿児島構内はブリ任の付きも稲々良く異聞船の操業も多く、1日に
 6000尾～500尾と好漁した一ので期待.したが長く続か一なかったら中ノ

 瀬附近及ぴ大隅東部はブリ任の付き悪・ぐO㌧100梶程産で生り出現を見
 なかった。魚体長も全海域共.に3～6例であり小型魚が主体をなしていた。
 ◎5月中旬一ノ

 串木野海湾特に中ノ瀬附近に・流れ藻(約30材一5材〉多くあるもで
 リ仔を全く認めず。旬後半佐多岬南東3L.ユ0沖合の干潮時の潮目にて小
 型流れ藻やコド等に稿改良いプリ'任の村を見た。体長も4∴13㎝と硝省
 中孕そろいの群であり・盛漁期の出現を示したが時化の為に2日間にて終
 り叉、繍場と思われる大隅東部の探索も出来ず不明のま』で終った。

 (宮崎県治捧は盛漁期)

 ◎5月.下旬

 鹿児島湾内及ホ湾口には流れ藻稚々多くあ一るもプリ仔を認めず。大隅東
 部は流れ藻あ.れIはユO-20-O尾程度(体長5-13腕)のプリ任の村を
 見たが、流れ藻は少なく好漁の期待は出来ず、後半は数十尾程度の大型魚

 が見ら.枠終漁期の様相を呈するに到った。



 ◎.6月上旬

 大隅東部てばI流れ藻、ブリ仔共に全く認めなかったので、宮崎県油津沖合ま
 。で調査しだが、属海域も流れ藻少く叉、魚体も大型化(体長8～ユ6㎝)し、
 10～ユOO尾程度あ漁獲で游泳水深も深く汰り全く終漁期と思われたので本

 試酸を打切2た。
 ※流れ藻乏ブリ.任の旬別出現状況は第1図、及び採捕魚の体長組成について.
 は第2図の通り。

 ◎海況について

 本試験期岡中・は採捕に董卓を置㌧た㌧め・表面水温のみの測定にと度めたが・
 本県沿岸一帯の海洋観測を実施した照市丸の観測結'果を別記繍場図に表面水温
 分布のみを記載・した。表面水温は例年と余り大差はみられなかったよ叉潮目・
 は薩西海域では中ノ瀬附近に、大隅東海域でほ大泊より.辺塚附近の沿捧域に多一
 く認められた。前者は流れ藻は多く.認めるもブリ仔少なく、後者は宮1鋳県方面
 の漁況からして或程度の掴游はあったものと思われるが流れ藻が少なかったた

 め、プリ任の発早が出来なかったものと思考する。
 次に旬別表面水温とプリ仔、流れ藻あ出現について簡単に下記する。

 用紙I漁場砺≡表面熾囲:プ1仔出現体蹴囲1岬苧出現
 ・寸言

一'

.

 島湾口2ユ90C～2ユ.5C2 6例.少

し

 一■■''1一一、1'..

 ∵筆4≒
 一咳蟻11ザ七
 又、標識放流経過については第3図の通り。
 ◎プリ仔採捕について

 前年まで使用した旋網は大型のだ一め華美回数に制約を受け漁獲量に支障があ
 ったので本年は小型疾網を一ユ続作廊し藻業回数?増加による漁獲φ増大を計っ
 たがプリ任の発見少なく糠獲不振に終った。初漁期は抄網にて充分採捕できた

 が5月上旬後半以降は旋網操業が一多くなった。叉5月下旬以降は魚体が大きく

 なり(8～ユ6c胴)群も小さく游泳層も深くなり大型旋綱にても逸.脱φ度合が



 多くなった。一方民間船は.初めての操業であったに拘.らず採捕装備についてはイ可.
 等不備な点は認められ改かったが、使用船は湾内を糠場とする八田網の付属船圭

 一.・転用した影に外洋で・の.操業に適せず精・鹿鵬湾口迄の探索に終ったことも不
 漁要因の一つとも思われた。

 次1こ月.別旬別漁鰯について、第工姉表及ぴ漁獲量指数第・表・二漁獲努力指数.
 第3'表紅記した。

 第ユ表プリ仔旬別採捕量(県本試分)

       叉欝・体重・範囲」       1月、旬、別…操業.日数1.塞逆理.i採捕尾数1抄網I旋網丈長俸一_雲_土
       2.ユ645,039一3一ワCπ一O..5一らユ9■■阯
       9152272.2092'5
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 第3表繰獲努。カ指数(作業回数)
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第4表  月、旬別及び漁場別採捕量
(鹿児島県水産試験場分)

             ユ.区2区苧i区4区
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第5表  民間船月別、漁場別採捕量

 摘。要 月一別

4月
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 昭和39年度ブリ仔採捕調査漁場



表面水温分布図



表面水温分布図



第2図  ブリ仔体長組成(昭和39年)



 第3図流れ藻標識放流位置

 6月の.グロ延縄漁況

漁業部

 前月に引続き一冬雛ともク戸マグロを員I的として操業しているが、今月はクロマ
 グマがや』減少しキハダの漁獲がや、㌧多く牟っている。クロマグ1コは釣獲.率が
 ・・i・以上を示す一海域は主として1申縄～喜界=島東方海域で狭/たっている。,
 一方キハダはユ・～・・ペユ多・～ユ・・.由附近では好漁で釣獲率も工・から
 キ、9近くを干し㍗㍉叉・今月は各海事とも.㍗千ウ1ヵプキの漁雫が目立って
 いる。



 第ユ図  マグロ・カジキ計釣獲率

第2図  クロマグロ釣獲率.



一般漁況(6月分)

漁業部

 ○薩南海域の海況(6月上旬)

 黒潮本流域は依然として屡久島南岸に接近し下いるもよう一で、この附近と大
 隅海峡附近ではゆるやかな水温の上昇がつづき÷5月下旬上一り1℃それぞれ高
 く、屋久島で25℃、大隅海峡で24℃となった。薩摩半島沿岸域では蛤んど
 水温の上昇はみ一られず黒島近海てば22℃、一軍垣以南域では2ユ℃でそれぞれ
 2℃低くな?1て.い.る。このため二沿岸域と沖合域との水温蓬はみられたくたり、
 かなワ広範囲にIわたって22℃台の水温で嘉』われてIいる。

 ○旋網'
 税騎榎拠の片手巾着は(延入港船は68統工20σ、ン)6月の前半は宇治
 繍と醐言換、下り曽根であ?た。主な魚邸干治てば刈1サバ、・小ムロ・西
 新では大サパ、大ムロ、下りは中サパ。後半に牟って湯瀬、中新芦換、下り曽
 根になり、主に湯瀬では大中サバ、西新は中サパ、中.ムロ、下一りは中サバ、叉
 梅吉曽根ではア.カボ(・和名チゼキ)を6.O1O-O佃の漁獲が目立った。

 串木野榎拠の双手網は(延入港船37統一300トン)こしき島と宇治群島、.
 ごしき島では豆アジ、宇治.では中サパであった。
 岡入換根拠の大型巾着船は、宇治群島とこしき島で、前半は小サパ、中小アジ、
 後苦は同漁場で中サパとなったが、月末にこしき島.の長浜沖でプリの好漁があ

 った。叉、。中小翠の巾着は、.牛深、長島、川内沖に常時出漁し、前半はヵタク
 チ・中小羽イフ7・後半にな・りウルメ・中小羽イワシと卒ってかなり好準した。
 (入港船は大型ξ8統、ユ60トン、中小型はユ2-O統、ユ9-oトン)

1,Jカツ・オ

 6月初めは比較約好撫をつ更けていたが申下旬になつ一て減少傾向になつた。一
 漁場は歴久島、種子島の沿蜂域から奄美大島の横当島を結ぶ広い範囲で、黒潮
 域が特に好漁であった。魚体は中小判が20%、ガラ80%、魚種の割合はカ

 ツ'オ60～80外シビ20～4・O%.てあつ㍍

 ○マグロ延縄

 漁場は沖縄近海の26㌧2ヅ画、.12ギ～ユ3ポ耳と、これξり以南の249
 ～25.N,1-26?～12プ瓦があって、†ハ。ダを1隻9-O～250本(30∵
 60佃)、.クロマグロI20本前後の好漁をつ.1けていたが、..下旬になって下火.
 となワ、漁場帖喜界.島近海の26㌧29“、ユ3ユ。7一ユ3がEに移動した。.
 (主に40トン級が集中した)こ㌧ではキハダ40～・・50本、.カジキ30本程

 度。一方種子島の東方ユー5～20一マイルg漁場には依鮮.ξし.てキハダの好漁が
 つ史き、ユ隻ユO～45本で月の後半になって!{セウの釣獲が目立ってき.た。
 一ユ隻ユO～20本d

 ∵13一



 .○近海釣サパ
 上旬は宇治群島(大サパ戸、中サバ・')、中旬は草垣・下り曽。根(大サパ・・1・
 中サバユ)、下旬は草壇∴女島、宇治、黒島(大サ'パユO)で6月中に阿久換
 入港般は62隻140トン、1隻平均a2ドジと好漁であった二

 ○その池

 上こしき島りブリ定蟹は6月に八っても大群がみられ好漁であった。叉夏季.
 で追込網によるヒラスを260本も獲れ、曳縄鍛もユ目2～3本猿れることは
 特異とのことである。

 種子、屋久島のトビウオは・全く不漁で、浮敷網は6月で終了した。今後は遭■
 込網だけが続けられる。なお今年は昨年の%の量一であったが・値段が高か?
 たので収入は変らないとのことであった。

 サワラ曳縄はロノI島、臥蛇島周辺で活況を呈し、1目20～30本の好漁で
 ユO～ユ5隻出漁してい.る。

定置観測(6月分)

養殖部

 ○1旬別平均水温・比重(満潮寧)

    '一～15.一一.一■凹^一一平年差.''■I    五ミ盲正i-1一'■1月。一一.一一   
 

十.包73一'一''I一一一十3.51+2・461.._1

  
  
I

 葦…ξ平年値は1952～1963(ユ95・5、一ユ960欠)の平均。.

 ○水温

 .21」5～244℃と変動し、中旬までは概して横透い状態=を示したδ'下句に
 ・在ちて.や㌧上昇したが、平年水温.に比べ低水温を保つだ。即ち、月平均水温は

 一ユ4一



 舳・で前月よ1'・・昇温したが・平年李温よ1α・・低く・前年・ヤ平均
 水温とはi.5℃も低目を示している。

比'重

 2'3.6～27.4と変動し、中旬までは前月同様27前後の高かんが続いたが・
 下句になつ土25前後に急激に低下した。
 .月平均比重は.2a2で前月と変らず、平年値とはa5高目、前年6月平均値一
 ともユ.4の高目を示し、今なお高かんが続いている二

6月分  水温・比重の変動



漁場観測速報(5,6月分)

養殖部

 ・〔5月分〕
 I句別平均水温

       一.

       水成川

       春讐損1地＼別＼、一一1一一一■上旬葛・輪一一一一一一■■一'里        一一一■凹I.一一

       最工低最一高最低最高'`''一一最低

       ユ8.3ユ8.220.5ユ9.522.6一一一'■'21.3丁.一'一一一一'、一…一'23,4
       申何一一'一'一一下旬19.619,42ユ.420.822.4       ・■

       20.720.223.723.225.O23.9一'一一122.ユ       ユ9.32ユ.921.222.6
       '一一II凹       ほ年デ1≡十・3.3十2.5十.4.3       十0.7十ユ、2、;1;斗4.4一=.■一一

 ○高輪の月平均水温は.ユ.9.3～ユ9.7℃を示し、前月に比較して3.1℃～
 3.3℃高く、前年同期に比一校するとユ8,O～18.6℃で、ユ.7～O.?℃高

 目を示している。

 ○水成川の月平均水温は21.2～2工9℃を。示し、前月に比較しセ2.ワ～
 2・5℃高く、一前年同期に比較すると20.7～ユ916℃でユ・乞～ユ・6℃と何一
 れも高くなっている。

 ○'里村の月平均水温は22.6～22.ユ℃で前月より3.4～4.3。℃高くな一つ

 一でいる。叉、前年同期に坤鮫すると19.2～'ユ7.7℃で3.4～44℃と非・
 常に高温を示している。

 ○西日本海況5月下旬報によると九州一部沿津水温は平年よりユ.5℃高く

 なっており、今後の水温も全体的に平年・より高目が続く見込みで、特に沿

 岸では気象の影響が著しくなるので注意が肝要とのことです。.

 ]I漁況

 ノ、葛.備
 総漁準量7,455佃で、これを魚種別にみてみると、タコが4,一655切
 で62,4%で大半を占め、次にイッサキがユ。855侮で24.8形、これに
 タイが715切で9・5筋、フグが身30侮で3・2形となっている。これ曄
 前月と比較すると710侮少くなっているが、魚種別にはクコが5一.50佃

 多獲.されているのに反し、イッサキ漁が戸20佃一少く、更にフグが6ユO
 佃少くなっているのが目立っている。更に前年同期と比較してみると

 2,090紡も少くなっている。

 」16r



          ・上申'II一一一■一一一'          月旬;一。一…1-1有為魚種;,日.数1タ1+。。1..漁ふ癒ふ11数1竿.''一.       延出漁;漁艦船数侶漁1延出漁日数i船数漁獲量I漁.獲鑑一計I0、,一■
        200・刊540110

          1タコ'10昌OO1βg5ユ。130ユ,22011

          1一・・イッサキ他j.11フグ=二ユ。200755.79350Q}1          …12142230        
   

さ

          ・1市...三…3。一60013ρ55324,305,.2,9601・22
          一I}一I

  .2水成川総漁邸.・・畑七,前月より十ミ争ユ・佃滅妓とな1・印を魚種別に.みるとコ

 ダイが5ユち砧で59.2影と=大半を占め、次に瀬魚が252切で2819筋、ア
 ・・毎ヒガニ、ブダイ、・アラ等が偉カニづつ水揚され・ている。軍・にこれを棚と比較

 .すると芦ツオ(ユ,ユ52切)漁が栓くなっているのが目立っているp又更に前
 卵期に比較すると・アジが・。・.り侮少・/.・反面コダイが一ユ・一・佃多猿されて
 い一るのが目立芦、総満艦てば・ユ・ユ。:佃の減収と一なっている。・
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 3、里村
 総漁獲量ユ高893切で、前月より2島66ユ坤牛くなっておp、・そ=の主
 なものを魚種別にみるとメジナ3q36-0佃少く、皮面ギピナコ号が島080
 一紡多獲されているのが目立ってし、。声。更に今月分に一ついて魚種.別の比率を争
 てみるとクチミダイが・,ユ・・柳で・…%=次にキビナゴか1…字・メ
 ジナ13.9%の順となっている。

           月旬上申下

           魚種有為目数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量延出漁一船数四一一一一一一'一一'^漁獲漁鑓量計÷享■一■'''350350           枚.イカー7852868日壱40295ユ4           イシダイ5738928ユ2

           ブダイIユ

           タコ1ユユエO2貝ユ30240一'一一I■■■20           ホユユ20
           o一一

           キビナゴ5島85協

           赤イカ十十3653ユー80245           赤カマスユー一一I1''''2,500一''一`一紬OO
           メジナ58ら640

           クチミダイー㌻;ユ0工2230?、020・凹2,640''一■■7.15ユし一_一_255           アオフンソ
           L           255一←39ユ31,131ユ6一一           1計1....22329401-2869・千竺一

 〔6月分〕'
 I旬別平均水温

      一■一一'■一'一■最水一成最川低1鑑高∵寸■一一I一一I一・''..''一一■`一一一一一'`■'一2ユ.522.6227'一1一'■一'[■■'一■一`22.9122,422、ユ2ユ.4+一L一■一一'一一一一I一'一■''一'一■'一.一23.5・22,922.ワ。鼻ユニ7一一I'』一一一一一'`一■2.3.2.・・22-722,421.5一一'一一一■一一一■一
      、'■

      葛輪

      ＼観測旬＼地＼男ポ・、一一一I一】一上一旬。_一一一_._二_..し旬÷汁英一^■一一'L■一'      2ユ.92ユ.6

      下.一旬'一一■I'■■一月平均22.622.2      22.O一2ユ.、5

      千2.3'・1・・1・工'・一一〇.2一〇.6'一'■一一■一■I一■一■一■I■一I      前月産十23'・…ザー十」泣竺L・・十0;6一ユ・「売;
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 ○葛輸の月平均水温は22.O～夏ユ.5℃を示し、前月に比較してa3ユ～
 2.2さ℃高く、前年・同期と比較すると21・ワ～会O・9℃でq3～α6℃高く
 なっている。

 O一本碑川の月幸均水温は・…～肌・℃を示し;前月より工・・～ユ…
 ℃高く、た∫前一年同期と比較してみるとき十.9∴1,6℃低く奪。り注目される。
 ○里村の月平均水温は2Z4～2ユ.5℃で櫛月よりα2～o・6℃低くだり、
 更1と前年同期と比較すると22・.7～2ユ・5℃でα3℃低目を示し目立ってい
 るが降雨による影響と考えられる。

 ○画自本海況6月下旬報によると、九州南西沿捧1で一は捧面前線が一停滞した.影
 .響で水温は南旬から殆んど変ってなく・一部に平年よりユ～ユ・5℃低目とな
 っているところもあり今後水温も気象の影響で複雑に変勾ということセす。

 Ⅱ漁況
 1、葛輸..
 総痴獲盤8,7iO切で前月より・山355畑多獲さ.れており、これを魚種別
 にみてみるIとクコが6急8彫と大半を占め、次にイ.ツ†キが34・2%、タイ

 が3彫と一なっている。こ㍗を前月と比較してみるとタコで830侮、イ.ツサ
 キーで2,270切多獲され、フグ漁が今月なくなっている。更に一前年同期と比
 較すると総体で5・93佃少くなっており、魚種別にはタコが752砧、雑魚
 がユ,380切と少くな?ており、反面イッサキが山700侮多獲されたのが
 日立っている。

        1月旬上i申⊥下。、1漁獲,有撫繊漁1漁鰻し整友一整⊥.......'8ユ931ユ,330一        1。..1........_..』l1寸辛障ト十、.;.......一.一.百携出婁1鰯1盤計1…1■ヨ王・巾而・・1一一トー一一一一一ドー一一一・一一・一9ユ6ユは11455,48言1一一一'一■凹L'I''        10221;1・750

        67,ユ30!11丁ユ03ユエC,lI一24o一ヨ'一一一一一.一'一18,7ユOl        1.旦11・1…1高…T・・1・1・1・ユ・・ユ8コ3221鯛20IlIi

 2、水成川

 総漁獲750切で前月よりユエ9佃少く珪っており、これを魚種別にみて

 ・みる.とコダイが363侮で48・4筋、次に瀬魚で226切、3αユ彫、フカ
 類がユ42切18.9%となっている。これを前月と比較してみ岩とコダイが
 十亨・紡.9減収・フカ類ではユ戸・侮多獲されているのが目立っている。一又
 前年同期と比較すると1'030佃の減収となっており、魚種別にはアジが

 ユーユ05侮少いのが目.立っている。一

 一ユー9一」



           上下一
           '一一''■■1一一一」■一.漁獲

           撫廷出漁漁獲量有為延出漁漁獲量量計
           数船数日数船数

           一■■■

           627ユ3ワ・620ユユユ5ユ9.ユエ5363

           サバ・アジユ.Iユユ。ユO

           丁''■■
           イカユユ.55

           .■一一

           瀬魚.5耳109579ユユ126一226

           フユ1192寸・・142
           ''一H

           アユ444

           許15I.5ユ308;・ユ2281・22ユ933221一750

 
          
,

           一一'一

 3、里村

 総漁獲量・4,5・5畑で前月より.25…2毎と多獲さ一れ、その主次ものを
 魚種別にみるとイ†キで30∫937梅の豊漁をみたこと、又カマスで島900
 佃多獲された反面クチミダイで6,9ユ7佃水イカでユ,.協76切の減収、更にキ
 ビナコ'漁がなかったこと等が目立っている。叉、今月分について.魚種別にみて

 みるとイサキが69.在%と大半を占め、次にカマスでユ2・ユ%、メジナ4.4%

 となっている。更に前年同期と.比較してみると60,690切の減収とたってお
 り魚種別にはキビナ.コ.の72,550切がなか?た反面イサキの豊漁をみたこ、と
 等が目立っている。・

 月旬i上
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中下 漁獲

           十有一漁種日.数出漁数・漁獲量一.''一一一一'.一一'一'一一一■一一存撫・醐樽漁麟日数一船一徹盤計
           イIカ'6

           ⊥           8一235⊥三60I46毫`'_竺
           ノグイ3I一一■・フ歩ソユニエ・一■            一

           5・360ユ2

           ・ミダイ13153■訂一。計5001■234
           T
           コユユ9.O.千454022月20850

           斗下一一一一一一一           4937333
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          1三ト÷130ユIユ2050          明OO5,400
          ●

          ''一一一〇

          ネリゴ13100ユOO
          一一一十
          ヒラス1ユ240ユユ700740

          4

          …12020           493ユO3ユO

 
         
』

          フー男「一一■           ユ5ユ51

          ダコ._⊥.ニト■一569569
          ツノマタ1I''一I一一一一一一■■           ユ142ユユ,42ユ
          一■一■I一一I-1

          合一計!ユ・ユ7.山042.28459.8933,5864415251

          I

 港のえんぐみ(2話)

北山易美

 内之浦港と志布志港.
 志布志湾の両袖といった位置に内之浦と志布志港が対崎して両港の海上距離は
 23曲ある。内之浦町は肝付郵高山町年隣接し、両町一の中心地は約24kn、その'
 閥は国見連山の山裾をつ∫ら折に曲りくねったでこほこ道路か一線あるだけで内
 之溝町の人は日本一の悪道路といっていた。(最近東京大学の宇宙航空研究所い
 わゆるロケット実験所が設置されたので域前よりはよほどよく次っている)。
 今パス便、トヲツク便があるが往時の交通機関は乗合馬車がユ便か2便で殆ん一

 とが歩行であった。郵便物はてい逆といって天秤拝の両端に行のう.をつ一トこんて
 かっいで運んでいた。

 従って生活物資は陸路よりも一貨物船を利用して対岸の志布志港キ鹿児島港から
 直接運ばれていたのである。また内之.浦町には高校(旧制申学校).が左かった
 ・(今もない。現在はバス便で高山高校に通学する人もある)ので中学一校(旧制)
 に進む入は志布志の県立中学校か或一いは遠く鹿児島市内の中学校に入学せおぱな
 らなかった。こ』は漁業が盛んで;古.くからプリ定置網漁業で広く知られ、大敷
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 網の発祥地とまでいわれてぺ・たほどであるが、毎日の漁獲物は豊宮た森帯資源と
 共にその大一部分が志布志港に陸揚げされていた。一
 この一ように地理的関係も加わって古くから両港の間に取引き、就学など㌧行.われ、
 一双方からの往来が多かった』め必然的に幾組とかく縁が結ばれているが、むべな

 るかなである。

 波見港と内之浦港ξ串間港(宮崎県)
 志布志湾の葉ともいうところピ疲見港がある。港といっても肝付川の耐一口そ入
 口が狭いし、浅いのでa3トンの艀・でも満潮時下ないと入れ一ない川口港であ一る。
 大正初期まIでは港口も港.内も深.く大型一の帆船が捧壁に横付けして陸上には料亭、
 族館もあってち一よつとした港.昨大阪商船も寄港し湾の中軸幸肌て内邸町戎
 は・対岸の串間港(宮1崎県)と・の往来が多かった。

 ま.た漁業の面では志布志、一向坤、波見(神原を含むI)中間δ漁船カ川あっ
 て操業しそいたバのための取引或は日常の往来から甲港、の間に結婚し乍竺が多
 く・中には串間から波見に移住している人もあ一る。

 一今あ渡見捲は託述のとおり港としての機能を失い、さらに撃災で軒並に焼失した
 ため往時のおも外げは残?ていな}・。

 二院曲暗著書と山」l1孝巷

 鹿児島県水産業の主位はカツオ漁業でその発祥は坊津港である。枕崎は、坊津か

 ら伝って、大正年間に動中船を使用するよう1こなって辛ら枕崎苧…漁船もカッ。オーブ・.
 亨飢慧遠に増えて県岬主隼1出苧る川とたつ衣。
 しかし昭和・年頃までは締に.は帯が一なく今の纏一帯は砂浜で総が帰ってき
 ても漁腕は伝軍船に積=み沁で曄揚していた。那になる.と鮒は全科川港
 に避難ピ今も台'風襲来のときは山I川・1干騨する.)一・また山川捲ヒ水揚げをして・
 軒の積込Iみも山川とい.う船が多.かった。.そのよう.な状況のたあ。枕.崎の加工業者は
 山川に進出し徒業貴も枕崎か弓連れて行って施工するの一も少くなかった。いうな
 れば当時の山～H港には地元鉛はなく一枕崎や県外般の基地であ?た。
 現一往も当時から一のカロ工業者が住みついているがそのようたことから枕崎から嫁

 に来ているくが多い^お・・それらの人の二世の時苧になつた今日で老親の縁故
 .を隻として結ばれる入がある6

 山川港と高知県

 山川港は天然の良港でカ.ツオ操業の基地で全国的に有名な藩である。昭和初年
 頃までは地元搬という船は2.3隻で入港するカツオ船は前項のとおり殆んど枕崎

 船と県外船であった。毎年2月から5月にかけてぽそれらの船で港は大振い、商
 店界は文字どおり書入時で物価は平常より2.3.割高騰するとまでいわれていた。
 そのような県外船依存の漁港で.あったので町や漁業協同組合では毎年漁期前にな

 る辛外来船誘致に関係先に出かけるほどであった。
 またこれに呼応したのではな一いが入港する県外船の船員を対象にした料亭(半.
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 遊かく制)が大二』・ユO、数軒セきた。申でも東海棲と塩釜・櫻は最も大きく40名か
 ら50名のキ1ノイどころを抱えていた。(これについ一ではまた項を改めて書く予

定)

 山川港は今もなおカツオ漁業の基地でありカフオプシ0⊇一産地で水産業は、町の
 主産業である。こ』でカツオプシ加土が企業的にはじま・ったのは大正の初期で土
 佐の入が山川港に出入するカツオ船に着眼し、山川に進出して工場を設置、女工
 も土佐から.10数名連れて乗りこんだのが蒲矢といわれる。従繋員として来たヒI
 の女性たIちが後に山川の男性と結婚にゴールインしたのが幾組がある。
 土佐の加コ;業者が進出してから山川港の事情が県外に知られ加工業者につ度い

 て土佐漁船が入港するようヒたり・その後に静岡船やその他g県外稀が入港する
 ようになったが、現在は地元にユOOトン級の大型般が増えて年間水揚ユO数億

 に達してし)る。

 前述のえんぐみが縁故となつて逆に山川の女性が土隼に嫁いだり、申には土佐
 の一流の加工繋者と結婚している女性もあるというがそれらの関係で今なお船の

 賃貸、その他経営上の往来がある。

 昭和2年枕崎港ができてからは枕崎市内に加工業考が増えた」め枕崎般は殆ん一
 ど汕'川港に入らなくなった。しかしその一後には宮崎県の小型のカツオ船が入港す

 るようになったので山川港の騒いには変ワはない、そしてまたいつからとはな・し

 に宮崎県の人とのえんぐみが結ばれている。

 久見崎港と京泊港

 久見崎≒京泊は川内川口港で・港はいつしよといってよい。川口の両岸に対崎し
 た葦;ミ村であるが双方の間には橋がない。往来は殆んど便船であ。る。こして村の太
 確とむかえ(対捧)のお花というえんぐみが昔から行われている。そして長い年一
 。『の閥にはいろんな逸話も残されていて、中には「親が言わっても久見崎にや嫁
 か・ぬ久見踏や上り風寒うござる」という唄まで残っている。それらについては
 拙≡;多さつま漁村風土記に「渡船に乗っ牟花嫁の遭難」に書いたので省略する。

(鹿児島県漁業公社専務取締役)



☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
奄美短信

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆)k☆☆☆☆☆

 地蔵峠に登って

 私は、時々小学生の娘を連れて古仁麗背後の地蔵峠に登ってみる。山峡いに蝉
 る声と容姿の美しいあかひげ、競鴨するめじろ、姿は美レ・いカ三声のまずい.るりか
 けすや叉、山鳩の声を聞きつ』歩を進める。眼を移せば、直下にひらける波静か
 な大島海.峡のなぎさから深みに行くにつれて異なる海の色あざやかた美しさは、
 見なれた景色だがその度に眼をみはる。

 まるで箱庭を思わせる中に、軍話の鬼が島に似た油井小島、少し離れて杯を伏
 せたような俵小島がある。目を酉に転ずれば、あしさしが営巣すると言う江仁墜

 離島もまた夢をさそう。

 対岸の加計呂麻.島は、七月の大陽を受けてあくまでも色一'青き景観に、瀬戸内町
 が、大島海峡を海上国定公園にしようと一いう雄大た計嵐や、某実業家の「五年後
 の奄美」と題する構想………・…一・。奄美の旅はジェット機で乗り入れて笠利の

 コ'ルフ場に遊び、住用、字検、大和にまたがる自然動物園は、ガラス張りの自動

 車から見物する。転じて、大島海峡の海底公園はグラスポ㍗トで海一底の散歩を満
 喫し、周迩の熱帯果樹に南国の香りを味わう……………。
 空想に浸りながらしばしの時を過し、臨海道路を走るバスのものうい醤笛に我に

 かえる。山登りして、新鮮な空気に身心を洗い自然の絶景を愛てるのも楽しい。

 (N生)

 人事異動1これはサラリーマンにとって一大事である。一喜一憂しないのが

 おかしい。七月異動を鶴首して待っていたが、分場はたつ年一人。永田主事の異
 動のみ1と終った。あつけたかった。皆拍子抜けがした。大きな浪のうわり、潮騒
 いもやがて平静に婦った。そこで頑張ることにした。宮仕えの宿命である。

 永田さんは分場からa3分、目と鼻の瀬戸内土木出張所へ、移転?した形であ
 る。旅費も貰いそこねてさっぱり転勤の気辮がでないとボヤイていた。送別会と
 いうが、いつもの同志、気分が抜けなかった。ビールの本数がいつもと・蓬っていた

 が。まる堪年間、実に克明なそのお仕事揮りに深く謝し、これから,一暦の御健斗
 を念願し.て乾杯した。

 異動につぎものは住宅難である。新旧、入れ替りできれぱ良い方.である。ユ、
 2人の定負増?となつ一たら大変である。ヒの炎天下、汗だくだくで足がほん≒う・
 に棒になる垂で探し廻る。家賃が商い、一家が狭い、そん一なことは言っておられな
 い。それでも見付からない。期日まで赴任もできない。アワレである。この苦難
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 何とかならぬものか。

 6月上旬、大島は急に。異傍な.寒冷で、火鉢をだした家もあった。悪性の風邪も

 一はや1、小学・按は三日間1;休畔った1中頃・一・目だ浄梅雨鰍・・日頃から一
 本格的な夏に突入した。..1

 連日、大腸も、大地も、炎える熱気。汐風も含んで、不快指数はぐんぐん上昇す
 る。ときに大風の道連れから迷っ'て、埼然だ。るスコ∵〃がくる。望むところで、
 涼しい、大助かりである。これらは下界のことで、雲の上の語もある。旧聞にな
 るが、。F'筆したい。

 七月一日、奄美一鹿児島間定期塑路、一時間十分で琴来した。
 大島史上、画期的李できごとで茅)る。船で十数時間、海路四育キロ余りを軽くと
 んだ。時間、空間、文明の歩みを今更考えさせる。飛行機誕生レて何十年、.・私達
 にとってはこれまで全く無縁のもの一であった。だがもはや航空機は私達の身近な
 ものになり、そして素歯.しい足となった。それにしても鹿児島までさ,3IOO円の
 航空費では簡単.にいか匁い。ロクに荷物も積めない。そこで船になる。一'
 ききごろ.、産児島郵躯、専務の話で・は、将来鹿児島一名瀬間を5時間～8時間

 で走る新鋭総を考えている、という。.丁度、せめて急行列車並の速さだったら・
 と'考えたりしていた。もっと遠くなる可能性も夢でIはなくなった。急行キリシマ
 でI弓時間一(停車時間を除く)と言えば鹿児島・小倉一間…km、運;須一(急行券と.
 も)ムOOO円二鹿児島・一名瀬聞379幻丑、ほf蹟離は同p。船賃2等一・↓860
 円、ユ3時間～ユ4時間か㌧る。時間、運賢もも汽寧の2倍で塗る。この地域養
 がなくなることを期待している。

 去る5月下旬、'茱実業家は、今から5年さき鹿児島一大島航路3.一与00トン～
 章、OOOトンの大型船、25ノツト。で圭一ることになろうと鶴光どジョンを語った。
 一方、鹿児島郵船では高OOGトン級鍾造配船は、現在の各港の整備状況ではむ一
 ずかしいという。いづれにしても港湾、船の大型化の要請?となった。これから
 先きは「ひずみ基正」など㌧おこがましいこ.とは私たちの分ではない。単純に
 「船足が早くなる」た1そのことだけでも私達は喜んでいる。大鳥郡下でも斯く、
 航路閲頼(中味は色々ある)がで㌧きた。自.分だちの足もとのことである。他人
 事でない。大島の場合、航路あっての観光(ばかりではない)と.蟄われるが、ど

 う'だ弓ラか。'0一

 こうレて「鹿児。島一名瀬間を5時間～8時閥」の侠連船の話が打ちだ.されたの一
 く、全く珍らし.い。.どうした風の吹きままっしか。つまり一「'観光凄や、兼一行輝との対
 抗」のためであるIと鹿児、畠郵斑は青・った一。飛行機の登場によって強く刺載された

 ことに欄I違いない。'東亜航空が毎日2往復、40人乗り、ユ・6人乗り)鹿'児島・
 一大.,島金高脚を空輸する。飛行機に喰われる打撃生‡一大きい。船台杜。はさきにr港湾
 蛙備の不十分、貨客量不足、資金難」を難じた。それでも対決するという二なか
 なか面白し二。、株主一でなくとも商会社の考課状(貸借対照表、損益計算醤その他)
 くわ。しくは判らな㌔・が一見たい。他処の。フ・トコロなど』気1こしているので.はない;
 一圭んざら赤字でもたかろ一うに、と一思っただけである。

 斗争は進'歩を促すという。船のことも近く親待がもてることに違いない。や・が
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 て溜走路300肌の菌産機もてぎ=る{然も、実用性、経済性を狙?てい.る・という
 カミらF大一島向き・'Jでぽないか'一なおさらとカイである。一大島の発展は・空二海路
 から初まる。島の人々の喜びと希望をいくらか申しのぺた。これも奄美の声とな
 らないだろうか。

(尾崎)

☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
 ☆各部の動き☆

 漁業部…

 擦プリ仔採捕

 5月下旬ま1で本県沿岸一・帯を操累したが準れ藻・、・プロ任を発見出来たかっ
 たのて、6月に八って宮崎県痛部海域、油津沖合まで調査したが、」体長10
 ～ユ6伽の大型魚の小群で、旋綱を後月・しても逸散の度合多く、。上旬で終漁
 した。本県の蓄養需要鐙の確保も出来ない不成績のうちに終った。

 襲薩南海域み定線一魚'群調査∴

 前月反応がみ一られなかった沖合と種子島海域は今月は濃群が多かった。全

 体的にみて魚群鐙は。前月の倍増で÷大隅東都(前月の4倍増)、こしき海域
 (5倍)、酉新着榎、湯瀬を合・哲沖合海域での増加が鹸著で逆に湾内(前月
 の4p分の!減)、宇治、草垣一(5分の1減)ではそれぞれ減少した。沖合
 並びにこしき'島近海域での反応は表層に多く、表層よりユO～£0'mめ差'一こ=
 ろに魚群の高さはユO～2σ例が大部分せ旋網の対象となった.』一

 ○養殖部

 類イセエビのワイロソーマ飼育

 ・月・日頴娃町水成川で採捕した牟卵エピ・尾を水成川の坤抑海.に紬
 蓄養寵一(“α・一・α・1・・伽・剛・1ごi尾紬鍵生け、釦・一尾ぽ桜島本鯛
 に陸上輸送、室内のガラス水榑で審豊中の一と三ろ、水成川のものは一6月13
 日、!6日、桜島水族館では6月ユO日、ユ8日にそれぞれふ化.したので、

 一2ポニー



 水成川6もの1ま前記蓄牽寵3個と塩ビ水槽5個を地生げ並びに吊ワ下け式で
 フイロゾ1マの飼育を続けたところ2回共に4～6日目に難死した。叉、∵
 部案験室に持.ち帰っ.て3eガラス水槽で.飼育中のものも28日目`3回脱皮)
 に全部.蜷死した。.1
 現在、桜島水族館でふ化した6月18日のものを当実験室の34ガラス水構
 4個.で飼育申で7月1ユ目現在91尾が3国の脱皮を終えている。

 ガザミのふ化幼生飼育I
 ウ月8日、出水市福之江から抱卵ガザミ5尾(ユ尾輸送中弊死)を当実験

 室の塩ビ製循環水槽で飼育申であつ牟が、7月ユ2日、13日に2尾がふ化
 したのでガラス塩ビ各水槽で飼育実験申である。

 ○製造部

 類鮮度保持現地試緯。(枕崎)
 死後硬直申の鮮魚牟薬品処理し・鮮度保持?時間を延長させるため、・水揚

 .直後のアジ、サバにホセンフラスキ.ン、フ1ノツシヤーB,AF.2を撒布、本
 場搬入までの経過を観察、いづれも効果が認められ.、特にAF2が顕著であ
 った。

 アジを原料とする珍味製造
 即イ・一ン・ナーグ・ハ式・・σ)もあ毛…好まれる傾向.にあり・指定工場か声・の要望に
 よ・1師タ!フ:率し綿坤作・併せて寄易に普胴能な適正調味配合割合

 一夫知.るたあみりん.千を試作、.婦入部、加コニ業者に普及した。

 ※凍結アジにまる煉製品製造試験

 冷凍7・・デ牟辱料とレ.た筆合・つみれ型製品となり弾力あ・る製品と念・り一難い
 ..咋㍗ム、酸カ.P.・,ミr・1ン添加・足の楴強について試験車実施し狂が良い
 締は一得一ら^かった。

 1率二.,雛工場加工指導・
 志布志、東串良、笠沙、加世軍、指積の各指定工場に薬品使用、みりん手

 製法につき加土指増。'

 ○調査.部

 .※輝牽秤帯養試験.
 辛月.下.匂.から牛榎試験地において実施中の蓄養試験1辛、イカ等の顕犀輝を

 芦…峠、蝉こ、牛族率め様ネrを呈して来た。.
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淡氷魚異状蜷死調査
 6月30日朝、宮之城附近の養魚場及ぴ川で多量のアユ。、.らイ、ウグイの

 .異状蜷死身咄たので、水産課の依頼によりその水質分析をし夫結果、検体か
 ら除草剤「PClP」が摘出された。

☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆★★☆★☆
 ☆分場の動き★

☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ○庶務係

 歎7月ユ5日同目付永田主事瀬戸内±木出張所庶務主任として異、動発令
 された。

 ○養殖係

 ※瀬相湾に養成申の人工採酋稚貝(昭和38年皮め分)の管理め際クロチョ
 ウ稚貝の大量難死をみた。マヘ稚貝の方には殆んど難死はみら.れない。6月
 ユ7日残りのクロチョウ稚貝のうちユ30.個とマベ稚貝30個を本場へ輸送

 (脱脂綿に海水を含ませて箱づめにして定期船にて輸送)

 ※7月2ユ日マベ人工採苗試験始める。

 ○製造係

 楽6.月中、下旬のa風請鳥においてシラヒゲゥ二歩留調査をなす。採卵歩留
 &2彫前後、}完熟卵が多く昨年行った7月上旬の卵状と類似している。

 歎7月初カツオ魚卵加工試験を実施・神々意にかなう製品とはなり難い。

 ○漁業係

 蝦魚群読査(ギピナゴ)
 上旬の調査では千之浦、芝深滴地先で小群が現われる。下旬では長崎地先

 に現われていた。現在、平祐丸は瀬戸内地先、名瀬根拠船は竜郷湾及び名瀬

 湾、大和浜地先で餌料採捕をなしている。

楽棒愛網漁具仕立指導..

 宇検村平田でムロ'棒受網を計画しているのでそれ宇の漁具仕立指導.をなす。
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